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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、CAD/CAMを応用してノンメタルクラスプデンチャーの作製方法を開
発することである。ノンメタルクラスプデンチャーは金属クラスプを使用せず審美的な特徴を有するため、臨床
で多用されている。しかし、射出成形がうまくいかないことや、比較的短期に再作製をすることが多い。これら
を改善するにはCAD/CAMを応用する方法がブレークスルーになると考えた。ノンメタルクラスプデンチャー作製
用のディスクを試作し、CAD/CAMを応用して義歯を設計し、義歯床部分と人工歯部分を切削加工して作製した。
これによりデジタルワークフローを開発し、プロトタイプの義歯を完成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a method for fabricating non-metal 
clasp dentures by applying CAD / CAM. Non-metal clasp dentures are often used in clinical settings 
because they are aesthetically superior without using metal clasps. However, there are many 
problems, such as injection molding failure and requiring relatively short-term re-fabrication. The 
method of applying CAD / CAM would be a breakthrough in order to improve these problems. First, a 
disk for non-metal clasp denture production was made on a trial basis. Next, a denture was designed 
using CAD, and a denture base portion and an artificial tooth portion were produced using CAM. We 
developed such a digital workflow and completed a prototype denture.

研究分野：有床義歯学分野
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、CAD/CAMを応用してノンメタルクラスプデンチャーの作製方法を開発することである。ノンメ
タルクラスプデンチャーは金属クラスプを使用せず審美的な特徴を有するため、臨床で多用されている。しか
し、射出成形がうまくいかないことや、比較的短期に再作製をすることが多い。これらを改善するにはCAD/CAM
を応用する方法が考えられた。本研究でノンメタルクラスプデンチャー製作用のデジタルワークフローを開発
し、プロトタイプの義歯を完成した。これによりノンメタルクラスプデンチャーの製作の簡便化や義歯紛失時の
再製作などが容易になると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ノンメタルクラスプデンチャーは金属クラスプを使用せず審美的な特徴を有するため、
現在、臨床で多用されている。しかし、レジンクラスプ部分など細部への射出成形がうま
くいかないことや、劣化等により比較的短期に再作製をするケースが多い。これらを改善
するには、現在、歯科領域で急速に開発が進んでいる CAD/CAM を応用する方法がブレ
ークスルーになると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、CAD/CAM を応用してノンメタルクラスプデンチャーの作製方法を開発す
ることである。 
 
３．研究の方法 

(1) CAD を用いて人工歯の設計 

実験用歯列模型（歯列の部分欠損模型）のスキャンを行い、パソコン上で模型の 3D デ

ータを作製する。その後、CAD で対合歯との関係から人工歯をデザインする

（Freeform Plus）。 

(2) CAD を用いて義歯床の設計 

CAD で義歯床を設計する（Freeform Plus）。上記で作製した人工歯のデータを重ね

合わせ人工歯部分と接合できるような形態に設計する。 

 

維持アームを含む義歯床の作製法として、以下の方法を検討する。 

① 義歯床一塊加工作製法：義歯床部分を全て熱可塑性樹脂で作製する。 

② 義歯床分割加工作製法：維持アームを含む唇側（頬側）の義歯床部分を熱可塑

性樹脂で作製し、拮抗アームを含む舌側部分を耐久性のある高強度スーパーエ

ンジニアリング・プラスチック（PEEK）で作製する。 

③ その他の方法 

 

人工歯部分の作製法として、以下の方法を検討する。 

① 人工歯部分をハイブリッドレジンで一体切削加工する。 

② 人工歯部分をスーパーエンジニアリング・プラスチック（PEEK）で切削加工

して作製し、ハイブリッドレジンで切削加工したシェルをラミネートする。 

③ その他の方法 

(3) CAD/CAM 切削用ディスクの試作 

①従来の熱可塑性樹脂を使用して CAD/CAM 切削用ディスクを試作 

②スーパーエンジニアリング・プラスチック（PEEK）を使用して CAD/CAM 切削

用ディスクを試作 

(4) CAM で人工歯部と義歯床部分を切削加工し作製 

本学の CAM ミリングマシンを用いて、義歯床部分は試作した床用ディスクを切削加

工する。人工歯部分は市販のハイブリッドレジンディスクを切削加工して作製するが、

切削加工する湿式の CAM ミリングマシンが本学には設置されていないため、外注で

作製する。 

(5) CAD/CAM デンチャーの組み立て 

作製した義歯床部分と人工歯部分のパーツを組み立てる。作製された CAD/CAM デ

ンチャーの精度や作製方法等を検討し、さらにデザインに改良を加える。 
 
 
 



４．研究成果 

(1) CAD を用いて人工歯および義歯床の設計を行った。 

実験用歯列模型（歯列の部分欠損模型）のスキャンを行い、パソコン上で模型の 3D デ

ータを作製し、CAD で対合歯との関係から人工歯をデザインした（Freeform Plus）。

その後、作製した人工歯のデータを重ね合わせ人工歯部分と接合できるような形態に義

歯床を設計した。 

 

模型            3Dデータ           義歯設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２ピースタイプの義歯               ３ピースタイプの義歯 

 

(2) CAD/CAM 切削用ディスクの試作を行い、CAM で人工歯部と義歯床部分を切削加

工し作製した。 

試作ディスクとしてジルコニア、熱可塑性樹脂、硬質レジン、PEEKなどを試作した。 

 

 

 

 

 

 

ジルコニア            熱可塑性樹脂 

 

    硬質レジン           PEEK          熱可塑性樹脂 

 



(3) CAD/CAM デンチャーの組み立てを行った。 

作製した義歯床部分と人工歯部分のパーツを組み立てた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   完成した２ピースタイプの義歯          完成した３ピースタイプの義歯 
 

(4) 今後の展望 
 本研究により、CAD/CAM を用いてほぼすべての作製過程をデジタル化することができた。そ
のため、従来の作製方法で起こることが多かったレジンクラスプ部分など細部への射出成形の
失敗や、劣化等により比較的短期に再作製をするケースなどの作製過程おいて有効な手段とな
った。さらに、今まで使われてこなかった高分子材料を、CAD/CAM を利用することで臨床応用
することができるため、高機能な義歯の作製が期待される。しかし、専用のソフトがないため
設計時に時間がかかることや、さらなる高精度の義歯作製のためミリングマシンや３D プリン
ターの開発が課題である。 
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